





























大８・１） 、 『水の面に書きて』 （籾山書店
　
大
























































































































































としていることからもうかがえる。 「小柄で薄手」 「声のきれいな、手足の小さな、美人」というのがまさに大學の幼少期から晩年に至るまでの、亡き母へ抱き続けてきた永遠の女性像の原型として存在していたのであろう。母の政は写真で見る限り、たしかに小柄で美人であり、それだけにＫ先生は大學にとって 母のイメージに色濃く重なる女性であったに違いない。Ｋ先生は大學にとって人生で最初のロマンチックな、さらにエロスの対象となっ る。
さらに、 「青春の詩情」においてエロスに対して肯定的な発言をしていることに注目したい。 「僕自身はあれを決して、




















































などがあり、 「夏のなごり」 「夢の歌」などで歌われている世界が、吉井勇の「夏のおもひで」にある情景に近いものであること 分かる。さらに、 「夏のなごり という歌題が「夏のおもひで」からインスピレーションを受けていることも明らかである。大學は吉井勇の短歌に接し、そのうえで短歌に自分の理想とする恋愛模様を反映していったのであ 。
さらに、大學は自身の短歌について、


















とやや自己陶酔的に書く大學は、新詩社の中では一番若いメンバーの一人であり、ある種の特権的な立場を与えられており、そのことを大學自身も十分に承知していたようだ。大學が「特別に目をかけて頂き」 「甘やかして頂いた」と平気で書いたり述べたりできる関係があった。なぜ大學だけが遇されていた か。これには、父九萬一と与謝野鉄幹との間に特別な事情があったこと よる。
日清戦争のさなか、九萬一は外交官初の海外勤務として朝鮮国仁川へ赴任した。その頃京城で韓国政府下の学術教師
をしていた与謝野鉄幹は、 「暫く父の官舎に起臥なさったことがあり、詩文を通して盟友」関係 あった。そして、九萬一が閔妃事件に連座し投獄され とき、後事を託されたのが鉄幹 った。寂しさをかこっていた鉄幹のもとに、盟友の子である大學が突然入門してき ため、鉄幹は驚くとともに奇縁を喜び、大學に特別の感情を持つ 至った。晶子がお茶を運んできたとき、鉄幹は「堀口九萬一君のこれ 息子の大學君だ、実に奇縁だ！」と言って引き合わせてくれて、それ以降は母が亡くなっていて父 外国常在してい の身を案じる晶子が 何くれとなく特別に目をかけてくれるようになったという。さらに大學 、
その為かどうか、私は寛先生に対して父に対するような、晶子先生に対し は母に対するような感情を持っております。私はさきに自分の詩集を御両所に捧げて、 「私の詩歌の上の父母である両先生云々」と書いたことがありますが、こ 感情は詩歌の上ばかりではないようです。







































































































































































































































































31・１） 、堀口大學「師恩の記」 『秋黄昏』 （河出書房
　
昭
55・３）など
注
20　
堀口大學「晶子先生」初出
: 『婦人公論』 （大
14・７）第
10巻第７号
　
引用
: 『堀口大学全集７』 （小沢書店
　
昭
58・９）
注
21　
注
18に同じ
注
22　
堀口大學「宿世」初出
: 『日本の詩歌４』 （中央公論社
　
昭
43・８）
　
引用
: 『堀口大学全集７』 （小沢書店
　
昭
58・９）
注
23　
注
19に同じ
注
24　
堀口大學「与謝野晶子」初出
: 『詩と詩人』 （講談社
　
昭
23・
10）引用
: 『堀口大学全集６』 （小沢書店
　
昭
57・８）
注
25　
注
24に同じ
注
26　
堀口大學「温胎の時間」初出
: 『消えがての虹』 （小沢書店
　
昭
53・
11）引用
: 『堀口大学全集１』 （小沢書店
　
昭
57・１）
注
27　
堀口大學「風景」初出
: 『新しき小径』 （書肆アルス
　
大
11・４）引用
: 『堀口大学全集１』 （小沢書店
　
昭
57・１）
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